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の小さい中央部北側において、北緯 72度 45分、西経 168度 15
分に定点観測点を設け、約2週間 (9/10～9/25)滞在した。定点で



































































図2. 定点観測点での (a) 風向, (b) 風速, (c) 10m深の鉛直拡散係数




図1. 定点観測点での塩分 (コンタ )ーとChl-a [μg/L] (濃淡)の時系列断面図． 
